
■景観形成基準

新玉名駅周辺地区 【現行案】 新玉名駅周辺地区 【変更案】 大浜地区 伊倉地区 高瀬・裏川地区 山田日吉神社周辺地区 石貫安世寺地区

建築物の壁面は、周囲の建築物の壁面
の位置が揃うよう配慮する。

建築物の壁面は、道路等の公共用地
に接する敷地境界線からは、極力後退
した位置とする。

建築物の壁面は、周囲の建築物の壁
面の位置が揃うよう配慮する。

建築物の壁面は、周囲の建築物の壁
面の位置が揃うよう配慮する。

建築物の壁面は、周囲の建築物の壁
面の位置が揃うよう配慮する。

道路等の公共用地に接する敷地境界
線からは、極力後退した位置とする。

ー

道路等の公共用地に接する敷地境界
線からは、極力後退した位置とする。
ただし、質の高いまちなみを形成するた
め、周囲の建築物の位置との調和に配
慮する。

道路等の公共用地に接する敷地境界
線からは、極力後退した位置とする。
ただし、質の高いまちなみを形成するた
め、周囲の建築物の位置との調和に配
慮する。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的に
まとまりのある意匠とする。

小岱山や熊ノ岳、三の岳等の周辺の稜
線に配慮し、圧迫感や長大な壁面の印
象を与えるような意匠は避ける。
新玉名駅駅前広場から見た際、周囲
の田園環境から著しく突出した印象を
与えないような意匠・形態に努める。

周辺の景観との調和や伝統的な意匠
に配慮し、まとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和や伝統的な意匠
に配慮し、まとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出しな
いようにし、本体及び周辺の景観との調
和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないようにし、本体及び周辺の景観との
調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないようにし、本体及び周辺の景観との
調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないようにし、本体及び周辺の景観との
調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないようにし、本体及び周辺の景観との
調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないようにし、本体及び周辺の景観との
調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないようにし、本体及び周辺の景観との
調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないように努め、本体及び周辺の景観
との調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないように努め、本体及び周辺の景観
との調和に配慮する。

付帯する広告物は、極力小さく、箇所数
は少なくし、周辺の景観との調和に配慮
する。

（屋外広告物に関する記述は工作物に
移動）

（屋外広告物に関する記述は工作物に
移動）

（屋外広告物に関する記述は工作物に
移動）

（屋外広告物に関する記述は工作物に
移動）

（屋外広告物に関する記述は工作物に
移動）

（屋外広告物に関する記述は工作物に
移動）

（屋外広告物に関する記述は工作物に
移動）

（屋外広告物に関する記述は工作物に
移動）

田園景観との調和に配慮するよう努め
る。

田園景観との調和に配慮するよう努め
る。

伝統的な港町の景観との調和に配慮
するよう努める。

周辺の集落景観との調和に配慮するよ
う努める。

周辺の伝統的な建築物との調和に配
慮するよう努める。

参道沿道の生け垣が映える色彩に努
める。

周辺の伝統的な建築物、山林・農地と
の調和に配慮するよう努める。

周辺景観との調和に配慮し、彩度の低
い色彩を使用する。

周辺景観との調和に配慮し、彩度の低
い色彩を使用する。

ー ー

建築材料（木材や漆喰等）の素材その
ものの色彩については、下記の基準を
適用しない。

建築材料（木材や漆喰等）の素材その
ものの色彩については、下記の基準を
適用しない。

建築材料（木材や漆喰等）の素材その
ものの色彩については、下記の基準を
適用しない。

ー

建築材料（木材や漆喰等）の素材その
ものの色彩については、下記の基準を
適用しない。

ー ー

外壁
（基調
色）

外壁は、落ち着いた印象を持つ暖色系色
相0R(赤10Y(黄))）の彩度4以下、明度4
以上を基本とする。なお、それ以外の色
相（0R(赤10Y(黄以外）については、彩度
2以下、明度4以上とする。

外壁は、落ち着いた印象を持つ暖色系
色相0R(赤10Y(黄))）の彩度4以下、
明度4以上を基本とする。なお、それ以
外の色相（0R(赤10Y(黄以外）につい
ては、彩度2以下、明度4以上とする。

外壁は、落ち着いた印象を持つ暖色系
色相（0R(赤10Y(黄))）の低彩度色（4
以下）を基本とする。なお、それ以外の
色相（0R(赤10Y(黄以外）については、
彩度2以下とする。

外壁は、落ち着いた印象を持つ暖色系
色相（0R(赤10Y(黄))）の低彩度色（4
以下）を基本とする。なお、それ以外の
色相（0R(赤10Y(黄以外）については、
彩度2以下とする。

外壁は、落ち着いた印象を持つ暖色系
色相（0R(赤10Y(黄))）の低彩度色（4
以下）を基本とする。なお、それ以外の
色相（0R(赤10Y(黄以外）については、
彩度2以下とする。

0R(赤10Y(黄))）の低彩度色（4以下）
を基本とする。なお、それ以外の色相
（0R(赤10Y(黄以外）については、彩度
1以下、明度4以上とする。

外壁は、落ち着いた印象を持つ暖色系
色相0R(赤10Y(黄))）の低彩度色（4以
下）を基本とする。なお、それ以外の色
相（0R(赤10Y(黄以外）については、彩
度1以下、明度4以上とする。

ー ー

外壁
（補助
色）

周辺や基調色の調和に配慮する。 周辺や基調色の調和に配慮し、基調
色と著しく明度差が大きくならないよう
にする。

周辺や基調色の調和に配慮する。 周辺や基調色の調和に配慮する。 周辺や基調色の調和に配慮する。 周辺や基調色の調和に配慮する。 周辺や基調色の調和に配慮する。

ー ー

外壁
（強調
色）

色彩が過剰にならないように配慮し、でき
る限り高さの低い位置に使用する。

色彩が過剰にならないように配慮し、で
きる限り高さの低い位置に使用する。

色彩が過剰にならないように配慮し、で
きる限り高さの低い位置に使用する。

色彩が過剰にならないように配慮し、で
きる限り高さの低い位置に使用する。

色彩が過剰にならないように配慮し、で
きる限り高さの低い位置に使用する。

色彩が過剰にならないように配慮し、で
きる限り高さの低い位置に使用する。

色彩が過剰にならないように配慮し、で
きる限り高さの低い位置に使用する。 ー ー

ー ー

周辺の伝統的な建築物との調和に配
慮するよう努める。

周辺の伝統的な建築物との調和に配
慮するよう努める。

周辺の伝統的な建築物との調和に配
慮するよう努める。 ー ー ー ー

暖色系色相（0R(赤10Y(黄))）を用いる場
合は、彩度4以下、明度6以下を基本とす
る。なお、それ以外の色相（0R(赤10Y(黄
以外）については、彩度1以下、明度6以
下とする。

暖色系色相（0R(赤10Y(黄))）を用いる
場合は、彩度4以下、明度6以下を基
本とする。なお、それ以外の色相
（0R(赤10Y(黄以外）については、彩度
1以下、明度6以下とする。

暖色系色相（0R(赤10Y(黄))）を用いる
場合は、彩度4以下、明度6以下を基
本とする。なお、それ以外の色相
（0R(赤10Y(黄以外）については、彩度
1以下、明度6以下とする。

暖色系色相（0R(赤10Y(黄))）を用いる
場合は、彩度4以下、明度6以下を基
本とする。なお、それ以外の色相
（0R(赤10Y(黄以外）については、彩度
1以下、明度6以下とする。

暖色系色相（0R(赤10Y(黄))）を用いる
場合は、彩度4以下、明度6以下を基
本とする。なお、それ以外の色相
（0R(赤10Y(黄以外）については、彩度
1以下、明度6以下とする。

暖色系色相（0R(赤10Y(黄))）を用いる
場合は、彩度4以下、明度6以下を基
本とする。なお、それ以外の色相
（0R(赤10Y(黄以外）については、彩度
1以下、明度6以下とする。

暖色系色相（0R(赤10Y(黄))）を用いる
場合は、彩度4以下、明度6以下を基
本とする。なお、それ以外の色相
（0R(赤10Y(黄以外）については、彩度
1以下、明度6以下とする。

ー ー

周辺景観と調和するような材料を使用す
る。

周辺景観と調和するような材料を使用
する。

周辺景観と調和するような材料を使用
する。

周辺景観と調和するような材料を使用
する。

周辺景観と調和するような材料を使用
する。

周辺景観と調和するような材料を使用
する。

周辺景観と調和するような材料を使用
する。

周辺景観と調和するような材料を使用
する。

周辺景観と調和するような材料を使用
する。

屋根には、極力瓦を用いる。 屋根には、極力瓦を用いる。 屋根には、極力瓦を用いる。 屋根には、極力瓦を用いる。 屋根には、極力瓦を用いる。
ー ー

敷地内は極力緑化に努める。 敷地内は極力緑化に努める。特に、主
要交差点部にはシンボルツリーを配置
するなど街並みの演出を行う。

敷地内は極力緑化に努めること。 敷地内は極力緑化に努めること。 敷地内は極力緑化に努めること。 敷地内は極力緑化に努める。 敷地内は極力緑化に努める。 敷地内は極力緑化に努める。 敷地内は極力緑化に努める。

既存の樹木がある場合には、修景に生か
すよう配慮する。

既存の樹木がある場合には、修景に生
かすよう配慮する。

既存の樹木がある場合には、修景に生
かすよう配慮する。

既存の樹木がある場合には、修景に生
かすよう配慮する。

既存の樹木がある場合には、修景に生
かすよう配慮する。

既存の樹木がある場合には、修景に生
かすよう配慮する。

既存の樹木がある場合には、修景に生
かすよう配慮する。

既存の樹木がある場合には、修景に生
かすよう配慮する。
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■景観形成基準

新玉名駅周辺地区 【現行案】 新玉名駅周辺地区 【変更案】 大浜地区 伊倉地区 高瀬・裏川地区 山田日吉神社周辺地区 石貫安世寺地区

景観形成推進地区

一般地区 景観形成準備地区 特定施設届出地区

周囲の柵、塀の位置との調和に配慮す
る。

道路等の公共用地に接する敷地境界
線からは、極力後退した位置とする。周
囲の柵、塀の位置との調和に配慮す
る。

周囲の柵、塀の位置との調和に配慮す
る。

周囲の柵、塀の位置との調和に配慮す
る。

周囲の柵、塀の位置との調和に配慮す
る。

周囲の柵、塀の位置は、道路境界線に
近い位置とする。

周囲の柵、塀の位置は、道路境界線に
近い位置とする。

道路等の公共用地に接する敷地境界
線からは、極力後退した位置とする。た
だし、質の高いまちなみを形成するた
め、周囲の柵、塀の位置との調和に配
慮する。

道路等の公共用地に接する敷地境界
線からは、極力後退した位置とする。た
だし、質の高いまちなみを形成するた
め、周囲の柵、塀の位置との調和に配
慮する。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的に
まとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

極力、開放的な意匠に努める。 極力、開放的な意匠に努める。
ー ー ー

極力、生け垣とする。 極力、生け垣とする。
ー ー

ー

付帯する広告物は、極力小さく、箇所
数は少なくし、周辺の景観との調和に
配慮する。
沿道から見える位置にのぼり旗、横断
幕等の設置をすることは避け、幹線道
路から見たときに乱雑な印象を与えな
いよう配慮する。

付帯する広告物は、極力小さく、箇所
数は少なくし、周辺の景観との調和に
配慮する。

付帯する広告物は、極力小さく、箇所
数は少なくし、周辺の景観との調和に
配慮する。

付帯する広告物は、極力小さく、箇所
数は少なくし、建築物の様式や周辺の
景観との調和に配慮する。

付帯する広告物は、極力小さく、箇所
数は少なくし、周辺の景観との調和に
配慮する。

付帯する広告物は、極力小さく、箇所
数は少なくし、周辺の景観との調和に
配慮する。

付帯する広告物は、極力小さく、箇所
数は少なくし、周辺の景観との調和に
配慮する。

付帯する広告物は、極力小さく、箇所
数は少なくし、周辺の景観との調和に
配慮する。

建築物の共通及び基調色の色彩基準を
準用する。

建築物の共通及び基調色の色彩基準
を準用する。屋外広告物の色数は必
要最小限に抑え、十分な余白を確保し
たレイアウトとする。

建築物の共通及び基調色の色彩基準
を準用する。

建築物の共通及び基調色の色彩基準
を準用する。

建築物の共通及び基調色の色彩基準
を準用する。

木や生け垣などの自然が持つ色（素
材）とする。

木や生け垣などの自然が持つ色（素
材）とする。

周辺景観との調和に配慮し、彩度の低
い色彩を使用する。

周辺景観との調和に配慮し、彩度の低
い色彩を使用する

周辺景観と調和するような材料を使用す
る。

周辺景観と調和するような材料を使用
する。

周辺景観と調和するような材料を使用
する。

周辺景観と調和するような材料を使用
する。

周辺景観と調和するような材料を使用
する。

極力、生け垣とする。 極力、生け垣とする。 周辺景観と調和するような材料を使用
する。

周辺景観と調和するような材料を使用
する。

腐食しにくい材料（または防腐処置）とす
る。

腐食しにくい材料（または防腐処置）と
する。

極力伝統的な素材（漆喰、瓦、木等）
を用いる。

極力伝統的な素材（漆喰、瓦、木等）
を用いる。 ー ー ー ー ー

柵及び塀の周囲については、極力緑化に
配慮する。

柵及び塀の周囲については、極力緑化
に配慮する。

柵及び塀の周囲については、極力緑化
に配慮する。

柵及び塀の周囲については、極力緑化
に配慮する。

柵及び塀の周囲については、極力緑化
に配慮する。

柵及び塀の周囲については、極力緑化
する。

柵及び塀の周囲については、極力緑化
する。

柵及び塀の周囲については、極力緑化
に配慮する。

柵及び塀の周囲については、極力緑化
に配慮する。

道路等の公共用地に接する敷地境界線
からは、極力後退した位置とする。

道路等の公共用地に接する敷地境界
線からは、極力後退した位置とする。

道路等の公共用地に接する敷地境界
線からは、極力後退した位置とする。

道路等の公共用地に接する敷地境界
線からは、極力後退した位置とする。

道路等の公共用地に接する敷地境界
線からは、極力後退した位置とする。

道路等の公共用地に接する敷地境界
線からは、極力後退した位置とする。

柵及び塀の周囲については、極力緑化
する。

道路等の公共用地に接する敷地境界
線からは、極力後退した位置とする。

道路等の公共用地に接する敷地境界
線からは、極力後退した位置とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的に
まとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

周辺の景観との調和に配慮し、全体的
にまとまりのある意匠とする。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出しな
いように努め、本体及び周辺の景観との
調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないように努め、本体及び周辺の景観
との調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないように努め、本体及び周辺の景観
との調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないように努め、本体及び周辺の景観
との調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないように努め、本体及び周辺の景観
との調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないように努め、本体及び周辺の景観
との調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないように努め、本体及び周辺の景観
との調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないように努め、本体及び周辺の景観
との調和に配慮する。

外壁、屋上等に設ける設備は、露出し
ないように努め、本体及び周辺の景観
との調和に配慮する。

ー ー ー ー

高瀬裏川の石垣は、良好な状態で維
持するとともに、新たに擁壁を築造する
場合は、できる限り現状と同じ石垣づく
りとする。

ー ー

石垣は、できるかぎり維持するよう努め
る。

ー

建築物の共通及び基調色の色彩基準を
準用する。

建築物の共通及び基調色の色彩基準
を準用する。

建築物の共通及び基調色の色彩基準
を準用する。

建築物の共通及び基調色の色彩基準
を準用する。

建築物の共通及び基調色の色彩基準
を準用する。

建築物の共通及び基調色の色彩基準
を準用する。

建築物の共通及び基調色の色彩基準
を準用する。

周辺景観との調和に配慮し、彩度の低
い色彩を使用する。

周辺景観との調和に配慮し、彩度の低
い色彩を使用する。

■太陽光発電設備

ー
敷地の境界からできるだけ後退した位
置とする。

同左 同左 同左 同左 同左 眺望点から望見できないような位置と
し、著しい景観支障とならないよう努め
る。

眺望点から望見できないような位置と
し、著しい景観支障とならないよう努め
る。

敷地の境界からできるだけ後退した位
置とする。

ー

設置面から高さ2ｍ以上の太陽光発電
施設については、周辺からできるだけ見
えないような位置とするとともに、そのた
めの処置を施すように努める。

同左 同左 同左 同左 同左 設置面から高さ2ｍ以上の太陽光発電
施設については、周辺からできるだけ見
えないような位置とするとともに、そのた
めの処置を施すように努める。

設置面から高さ2ｍ以上の太陽光発電
施設については、周辺からできるだけ見
えないような位置とするとともに、そのた
めの処置を施すように努める。

設置面から高さ2ｍ以上の太陽光発電
施設については、周辺からできるだけ見
えないような位置とするとともに、そのた
めの処置を施すように努める。

ー

高さを抑え、道路からの視点の移動を
考慮し、周辺から人工物が突出するこ
とを避ける。

同左 同左 同左 同左 同左 高さを抑え、道路からの視点の移動を
考慮し、周辺から人工物が突出するこ
とを避ける。

高さを抑え、道路からの視点の移動を
考慮し、周辺から人工物が突出するこ
とを避ける。

高さを抑え、道路からの視点の移動を
考慮し、周辺から人工物が突出するこ
とを避ける。

ー
屋上屋根に設ける場合は、建築物の最
上部以下とする。

同左 同左 同左 同左 同左 ー ー ー

ー

太陽電池モジュールの傾斜をできるだ
け低くし、向きを揃えるなど、統一感の
ある配置とする。

同左 同左 同左 同左 同左 太陽電池モジュールの傾斜をできるだ
け低くし、向きを揃えるなど、統一感の
ある配置とする。

太陽電池モジュールの傾斜をできるだ
け低くし、向きを揃えるなど、統一感の
ある配置とする。

太陽電池モジュールの傾斜をできるだ
け低くし、向きを揃えるなど、統一感の
ある配置とする。

ー

太陽電池モジュール、フレーム、架台
及び脚部等の附属施設を含め、周辺
の景観と調和した色彩とする。

同左 同左 同左 同左 同左 太陽電池モジュール、フレーム、架台
及び脚部等の附属施設を含め、周辺
の景観と調和した色彩とする。

太陽電池モジュール、フレーム、架台
及び脚部等の附属施設を含め、周辺
の景観と調和した色彩とする。

太陽電池モジュール、フレーム、架台
及び脚部等の附属施設を含め、周辺
の景観と調和した色彩とする。

ー

太陽電池モジュールの材質は低反射
性のもの又は防眩処理等を施したもの
を使用する。

同左 同左 同左 同左 同左 太陽電池モジュールの材質は低反射
性のもの又は防眩処理等を施したもの
を使用する。

太陽電池モジュールの材質は低反射
性のもの又は防眩処理等を施したもの
を使用する。

太陽電池モジュールの材質は、低反射
性のもの又は防眩処理等を施したもの
を使用する。

ー
敷地の周囲、さく・塀・擁壁の前面の緑
化に努める。

同左 同左 同左 同左 同左 敷地の周囲、さく・塀・擁壁の前面の緑
化に努める。

敷地の周囲、さく・塀・擁壁の前面の緑
化に努める。

敷地の周囲、さく・塀・擁壁の前面の緑
化に努める。

ー ー ー ー ー ー ー
稜線への影響を考慮し、伐採により樹
木の連続性をなくさない。 ー ー

高さが5ｍ（電気供給又は有線電気通信
のための電線路又は空中線の支持物に
あっては10ｍ）を超えるもの、又はその敷
地面積が10㎡を超えるもの
※熊本県屋外広告物条例に基づく許可
を受けるものを除く

高さが5ｍ（電気供給又は有線電気通
信のための電線路又は空中線の支持
物にあっては10ｍ）を超えるもの、又は
その敷地面積が10㎡を超えるもの
※熊本県屋外広告物条例に基づく許
可を受けるものを除く

高さが5ｍ（電気供給又は有線電気通
信のための電線路又は空中線の支持
物にあっては10ｍ）を超えるもの、又は
その敷地面積が10㎡を超えるもの
※熊本県屋外広告物条例に基づく許
可を受けるものを除く

高さが5ｍ（電気供給又は有線電気通
信のための電線路又は空中線の支持
物にあっては10ｍ）を超えるもの、又は
その敷地面積が10㎡を超えるもの
※熊本県屋外広告物条例に基づく許
可を受けるものを除く

高さが5ｍ（電気供給又は有線電気通
信のための電線路又は空中線の支持
物にあっては10ｍ）を超えるもの、又は
その敷地面積が10㎡を超えるもの
※熊本県屋外広告物条例に基づく許
可を受けるものを除く

高さが5ｍ（電気供給又は有線電気通
信のための電線路又は空中線の支持
物にあっては10ｍ）を超えるもの、又は
その敷地面積が10㎡を超えるもの
※熊本県屋外広告物条例に基づく許
可を受けるものを除く

高さが5ｍ（電気供給又は有線電気通
信のための電線路又は空中線の支持
物にあっては10ｍ）を超えるもの、又は
その敷地面積が10㎡を超えるもの
※熊本県屋外広告物条例に基づく許
可を受けるものを除く

高さが13ｍ（電気供給又は有線電気
通信のための電線路又は空中線の支
持物にあっては20ｍ）を超えるもの、又
はその敷地面積が1,000㎡を超えるも
の
※熊本県屋外広告物条例に基づく許
可を受けるものを除く

高さが13ｍ（電気供給又は有線電気
通信のための電線路又は空中線の支
持物にあっては20ｍ）を超えるもの、又
はその敷地面積が1,000㎡を超えるも
の
※熊本県屋外広告物条例に基づく許
可を受けるものを除く

■太陽光発電設備
－ 見付高さ（パネル又は架台）1.5m超又

はパネル面積10㎡超
同左 同左 同左 同左 同左 見付高さ（パネル又は架台）13m超又

はパネル面積1,000㎡超
見付高さ（パネル又は架台）13m超又
はパネル面積1,000㎡超

見付高さ（パネル又は架台）1.5m超か
つパネル面積100㎡超

■工作物の届出対象行為

緑化

位置

意匠

意匠

外
観

柵
・
塀

位置

色彩

工
作
物
の
建
設
等

太
陽
光
発
電
設
備

工
作
物
の
建
設
等

その他の工作物

そ
の
他
の
工
作
物

位置

外
観

意匠

色彩

外
観

太陽光発電設備

緑化

材料

2

（景観）資料3


